
（別表１）     

古河市窓口発券機導入業務委託に係る公募型プロポーザル採点基準表 

●審査項目１－１  企画提案書に対する審査１ 

評価項目 評価基準 
評価基準点 

10点 8点 6点 4点 2点 

現状把握 本市の各窓口の状況を十分理解しているか、提案内容を実施することにより解

決しようとしている課題認識は十分かを審査します。 
極めて的確 良い 普通 やや不十分 不十分 

小   計 10点満点 

 

●審査項目１－２  企画提案書に対する審査２ 

評価項目 評価基準 
評価基準点 

5点 4点 3点 2点 1点 

提案概要 機器やシステムの強みや他機器にはない特徴があり、業務フローなどから、市

民の利便性向上及び業務の効率化に繋がるかを審査します。 
極めて的確 良い 普通 やや不十分 不十分 

小   計 5点満点 

 

●審査項目１－３  企画提案書に対する審査３ 

評価項目 評価基準 
 評価基準点 

うち細評価視点 5点 4点 3点 2点 1点 

システムの機能/性能 各種機器の性能等は高いものか審査

します。 

発券機、個別表示器、操作器等 極めて的確 良い 普通 やや不十分 不十分 

受付・交付系 PC、ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ PC等 極めて的確 良い 普通 やや不十分 不十分 

案内表示、交付、ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞﾓﾆﾀｰ等 極めて的確 良い 普通 やや不十分 不十分 

WEB機能等 極めて的確 良い 普通 やや不十分 不十分 

小   計 20点満点 

 

 

 



●審査項目１－４  企画提案書に対する審査４ 

評価項目 評価基準 
評価基準点 

5点 4点 3点 2点 1点 

納品及び設置 設置場所、個数、施工方法等について適切かつ実現性の高い提案か審査します。 極めて的確 良い 普通 やや不十分 不十分 

小   計 5点満点 

 

●審査項目１－５  企画提案書に対する審査５ 

評価項目 評価基準 
評価基準点 

5点 4点 3点 2点 1点 

操作者への説明会等 説明会などのフォローアップにより円滑に稼働することが可能かを審査しま

す。 
極めて的確 良い 普通 やや不十分 不十分 

小   計 5点満点 

 

●審査項目１－６  企画提案書に対する審査６ 

評価項目 評価基準 
評価基準点 

5点 4点 3点 2点 1点 

アフターケア 保証や保守の提案内容を踏まえ、安心して使用可能なシステムか審査します。 極めて的確 良い 普通 やや不十分 不十分 

小   計 5点満点 

 

●審査項目１－７  企画提案書に対する審査７ 

評価項目 評価基準 
評価基準点 

5点 4点 3点 2点 1点 

スケジュール 提案スケジュールが過密ではなく実現可能なスケジュールとなっているか審査

します。 
極めて的確 良い 普通 やや不十分 不十分 

小   計 5点満点 

 

 

 



●審査項目１－８  企画提案書に対する審査８ 

評価項目 評価基準 
評価基準点 

5点 4点 3点 2点 1点 

価格の妥当性 プロポーザル実施要領で示した事業規模の額に対して、独自提案の内容や本業

務の量、量以外の部分を含め妥当な提案となっているか審査します。 
極めて的確 良い 普通 やや不十分 不十分 

小   計 5点満点 

 

●審査項目１－９  企画提案書に対する審査９ 

評価項目 評価基準 
評価基準点 

0点～10点 

提案全体（総合評価） 具体的な提案等があり、企画提案書全般について、委託業務を遂行するべき良

い内容となっているか審査します。併せて、将来的な拡張性等の高さなどを審

査します。 

審査委員による絶対評価 

小   計 10点満点 

 

 

 

●審査項目２  業務経歴に対する審査 

評価項目 評価基準 
評価基準点 

5点 4点 3点 2点 1点 

団体等の同種業務の実績 令和 3年 4月 1日から令和 6年 3月 31日までが契約期間に含まれる地方公共団

体が発注した、同種業務等の実績がある場合に加点する。 
21施設以上 

16施設以上 

20施設以下 

11施設以上 

15施設以下 

6施設以上 

10施設以下 
5施設以下 

小   計 5点満点 

＊審査項目２第１項目は実績数に応じて、1～5点を事務局で提出された業務経歴書及び添付書類をもとに算定し、審査委員に報告し評価をする。 

 

 

 

 



●審査項目３  プレゼンテーションに対する審査 

評価項目 評価基準 
評価基準点 

0点～25点 

プレゼンテーションの内容・質疑応

答 

プレゼンテーションやデモにおける説明及び質疑応答に対する業務担当の対応

が適切か審査します。 
審査委員による絶対評価 

小   計 25点満点 

 

※上記全ての項目において、１名あたりの点数であり、審査委員は６名であるため、600点満点が審査会の満点となる。 


